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	 シモーヌ・ヴェイユ（Simone Weil, 1909-43）とミラン・クンデラ（Milan Kundera, 1929-）
は、置かれた歴史的・社会的文脈は異なるものの、まさしくその歴史的・社会的状況が生み出

す、虚構と現実が入れ替わったこの世界から目を背けず、「解決不可能な問題を解決不可能なま

まに」見つめる眼差しが共通し、互いに触れ合う。それぞれ別様の迫害・亡命を余儀なくされ

た両者は、哲学と文学という領域の差を超えて、その表現においてメタファーに格別な位置を

与えている。さらに両者の性差は、ふたりのあいだのメタファーの質的差異（主体と客体、能

動性と受動性など）にもつながっている。 
	 「重さと軽さ」は、「強さと弱さ」、「高さと低さ」と幾重にも絡み合い、また、たやすく相互

に反転しうる。この重層性と互換性は、メタファーの連鎖によってのみ開示しうる。さらにメ

タファーは、わたしたちが見る世界が「自己の投影された世界」でしかないという「遠近法の

錯覚」から逃れる役割を果たしている。 
両者がメタファーの連鎖によって表現しようとするのは、個人と社会との密接な繋がりとそ

れらの類比関係である。抑圧的な体制下では、社会が個人を抑圧するのではなく、個人が社会

に突進し、そこに埋没して、安らおうとする倒錯した現象が起こる。なぜなら、抑圧の重さは

堪え難く、人を疲弊させ、社会に従順であることは軽さを得る唯一の方法のように思われるか

らである。だがその軽さと引き換えに、個人は自己自身を失い、社会の歯車のひとつであるモ

ノとなる。ここでヴェイユとクンデラが格別の注意を払って示そうとするのは、「生きること」

と「息をすること」は全く別の事柄だということである。そしてふたりは、どのような社会に

あっても、自己自身を手放さずに「生きること」の可能性を呈示しようとする。そして、いず

れ訪れる身体的死に先立って精神的死を被った人間が他者に与える――たとえば他者の屈辱的

な有り様に快感を得るといった――精神的暴力の有り様を多様に描き出してゆく。 
それでは、重さに耐え、しかも心の軽やかさを失わない可能性とはいかなるものであろうか。

それは、意志的行為を忘れ去るほどに、親しい他者の痛みを自らの痛みのように感受し、その

感受性に触発されて、そうしたいという欲望に貫かれた行為によって果たされる。だがそれは、

社会から隔絶した低さへの落下を意味する。ここで銘記すべきは、落下に身を任せることと落

下に同意することとは、似て非なるものだということである。そしてもしこの同意が果たされ

るならば、世界の重さを、脆弱な身体をもって、アルキメデスの梃子のように持ち上げること

ができる。 
本発表では、ヴェイユの『重力と恩寵』（La Pesanteur et la Grâce, 1947）、クンデラの『存

在の耐えられない軽さ』（L'Insoutenable légèreté de l'être, 1984）を中心的に取り上げ、両者
のメタファーが共振する一点を捉え直し、それが、わたしたちそれぞれの〈いま、ここ〉を触

発する可能性を考察したい。 
（一橋大学非常勤講師） 


